
             会議結果のお知らせ 

 

令和８年度第１回川井地域振興会議を次のとおり開催しました。 

 

令和８年８月１０日 

 

川井地域振興会議 

１ 開催日時 

  令和８年８月４日(火)午後６時３０分から午後８時４０分まで 

２ 開催場所 

  川井総合事務所 ２階 第１会議室 

   

３ 議題 

協議事項 

 （１）令和８年度の主要事業等について 

 （２）熊の出没状況等について 

 （３）各地区・団体からの課題について 

 

４ 会議の概要 

  別添のとおり 

 

５ そ の 他 

 

６ 問い合わせ先 

  川井総合事務所地域づくり係 電話０１９３－７６－２１１１   
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令和８年度第１回川井地域振興会議 

 
１ 開催日時 
   令和８年８月４日（火）午後６時３０分から午後８時４０分まで 
 
２ 開催場所 
   川井総合事務所２階 第１会議室 
 
３ 出席委員（１１名） 
   櫻野甚一、長鈴秀夫、山崎和茂、橋本 聡、去石 徹、尻石光男、神樂美咲 

榊原知美、前川登代美、石川巧、坂本久子 
 
４ 欠席委員（１名） 
   川口恵子 
 
５ 宮古市等出席者（５名） 
   地域振興部長 袰岩邦行 
   農林水産部農林課農政係長兼鳥獣対策室長 高山弘ニ 
   （事務局）川井総合事務所長 佐々木信吾、副主幹兼地域づくり係長 久保田和雄、 

主査 野崎喜代子 
 
６ 傍聴者  

なし 
 
７ 議事等 

協議事項 
  （１）令和８年度の主要事業等について 
     令和８年度の主要事業等について、事務局から説明を行った。 

   （２）熊の出没状況等について 
      熊の出没状況等について、農林課から説明を行った。 
   （３）各地区・団体からの課題について 
      各団体等より、課題等を発表してもらい、意見交換を行った。 
 
 

質疑応答の要旨は、別紙のとおり。 
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別紙 
質疑応答内容 

質問・意見 回答 

【協議(1)「令和８年度の主要事業等につい

て」】 

 

（委員） 

・まいたけ研究開発センターの運営につい

て、現在、職員１名いるが川井産業振興公社

に継承する形になれば、市の職員ではなくな

るのか。どのような待遇になるのか。 

 

（委員） 

・現在の職員は、会計年度任用職員と思うが

待遇面は引き継がれるのか。 

 

（委員） 

・現在の職員は、培養技術等を担ってきて、

辞められたら大変だと思うがどうか。 

 

 

 

（委員） 

・部長の意見はどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

・門馬地域公共施設再配置事業は、主要事業

に入っているが、予算化されていないという

ことは事業としてはやれる方向ではないの

か。今年度の主要事業でないということで良

いか。 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・川井産業振興公社の職員になる予定。 

 

 

 

 

（事務局） 

・現在、協議中。 

 

 

（事務局） 

・当然、事業継承していく中で、現在の職員

がいないと、我々ではわからない部分がある

ので、事業がスムーズに継承して行けるよう

にして行きたい。 

 

（事務局） 

・昨年からの話であり、議会への説明も行い、

方向性は変わらない。職員の待遇面につい

て、現在の職員は会計年度任用職員で１年更

新となっている。業務内容については、現在

の職員しかわからないと思っている。川井産

業振興公社に対しては、採用をお願いし、引

き続き、仕事としてやっていただきたいと思

っている。現在、民間になった時の調整を図

っているところでご理解いただきたい。 

 

（事務局） 

・主要事業にいれているが予算を計上してい

ない。財源の確保が課題となっている。高額

な事業になるので、補助金や起債等を検討し

ていきたい。令和４年度に基本構想が出来て

いる。概算の予算も出ているが、年数が経っ

ているため、当時の金額では出来ないと思

う。総合計画に計上して予算要求している状

況。なるべく早く、地元の要望に応えられる

よう形をとって行きたい。 
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（委員） 

・今の校舎に別の業者が入るという話を聞い

たがどうか。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

・旧門馬小学校の敷地内に新しい施設が作れ

るくらいのスペースがあるかという問題が

出てくる。別な場所にというとバス停までを

含めて、全部の移動を考えなければならな

い。別の業者が入るという前提で話し合いも

設けてもいいのではないか。決まるまでスト

ップしているとまた遅れて行く。 

 

（委員） 

・今後の経過を地域振興会議で状況説明をお

願いしたい。 

 

（委員） 

・令和４年度に基本構想が出来ているのに、

何でストップしなければならないのか。何で

断れないのか。 

 

 

（委員） 

・旧江繋小学校のように今後使用しないとい

う校舎はいつでも解体してもいいが、旧門馬

小学校は、計画してきて住民にも説明してい

るのに何で今更このようになっているのか。 

 

 

（事務局） 

・現在、担当課に民間の方から、旧門馬小学

校を利用したデータセンターを作りたいと

いう話がある。データセンターは都会の会社

やいろいろな所のサーバから遠隔で通信で

きるように、何ヶ所か拠点を設けて、メイン

のデータセンターが災害にあってもサブの

データセンターがあればそこでデータを確

保できる。安全性を確保できる用途で利用し

たいという方がいるという事で、旧門馬小学

校が候補にあがっている。なぜ、旧門馬小学

校なのかは、涼しい気候の場所である事。サ

ーバがたくさんあると熱を持つため、エアコ

ンで冷やさないとならないが、涼しい所に置

くと電気代も安価で済むという事のようで

ある。 

 

（事務局） 

・近いうちに門馬地区の役員の方と話し合い

を予定している。事務局に日程調整を依頼し

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・廃校舎の利用については、有効活用しつつ

時期が来たら解体しなければならない。公共

施設再配置という形で、市全体の建物を計画

的に進めて行く。 

 

（事務局） 

・これまでの件については、お詫びを申し上

げたい。これからについて、地域の方と継続

して話し合いをして、前回までの構想でいい

のか、新たにどうするのか進める作業に入

る。来年度には総合計画に計上して、方向性

を示したいと思うのでご協力をお願いした
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（委員） 

・やまびこフェスタについて、１日開催とな

る。地域振興会議の委員の皆様も、当日は全

面的にご協力をお願いしたい。 

 

 

【協議(2)「熊の出没状況等について」】 

 

（委員） 

・捕獲した後の、熊をどうするのか。 

・熊以外にサル被害が多発しているが、その

対応はどうか。 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

・サルについて、宮古市内でどの程度発見さ

れているのか。 

 

 

（委員） 

・罠は、各地区に設置台数は何基か決められ

ているか。 

 

 

（委員） 

・桑の実がなる時は同じ時期になる。桑の実

がなくなるまで毎日出没する。熊が来てる時

に罠を設置してほしいが、今、ある台数では

足りないのではないか。 

 

（委員） 

・出没した時、連絡すれば、罠を設置してく

れるのか。 

 

 

 

 

い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（農林課） 

・捕獲後の対応については、罠に入った場合、

基本は捕殺して処分。ケースバイケース 

だが、子熊の場合は放獣もある。原則は人の

いるところに来ている熊は再度来る可能性

が高いので捕殺としている。 

・サルについて、今年度、岩手県ではサルに

ついても管理計画を策定予定。宮古市でも県

の管理計画に基づいた対応をしていく予定。 

  

（農林課） 

・サルについても、十数件は目撃情報が寄せ

られている。主に川井、新里地区で目撃があ

る。  

 

（農林課） 

・地域毎に何台とは決めていない。現在、宮

古市で使用できる罠の台数は１０基。１０基

が全部出払うことは、ほとんどない。 

 

（農林課） 

・現時点で台数的に少ないというとこまでで

はない。なかなか１０台全部出払うことはな

い。 

 

 

（農林課） 

・基本は、状況確認して罠を設置する必要が

ある場合は設置する流れとなっている。 

 新聞にも掲載されたが、岩手県全体で５,

２００頭おり、県も捕獲上限を設けないで捕

獲という方向になってきた。宮古市でもなる

べく捕獲する方向で対応したい。 
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（委員） 

・被害がないと罠がかけられない判断のよう

だが、どの程度の被害であれば捕獲するの

か。 

 

（委員） 

・川井地域の中で猟友会で罠を設置した場合

に巡回して視まわる方は何名くらいいるの

か。 

 

（委員） 

・罠を設置して欲しい場合は誰に伝えればよ

いか。 

 

 

 

（委員） 

・箱石地区のわな設置２か所で、捕獲頭数が

３頭のようだがどういうことか。 

 

 

（委員） 

・目撃例だが、家の角を曲がったらそこにい

た、窓から見えるところにいた場合が結構あ

るが、被害がないので報告していない事がい

っぱいある。その実情を知っていてほしい。 

 

（委員） 

・宮古市全体の目撃頭数で令和８年では、宮

古 １２５件、川井 ８８件で宮古の方が多い

数字となっているが実際はそうではない。市

の方でも目撃した時に電話ではなく、タッチ

パネルやスマホで目撃したらタッチして件

数をとったらどうか。川井地域は熊が出ても

報告しない。通行人の報告が多い。 

 

（委員） 

・今まで見たことがないくらい熊が出ている

ことは確かだと思う。遊休農地の原野化した

部分を刈り払いする支援はないか。 

 

 

 

（農林課） 

・基本は、追い払いをする、電柵で防除する。

それでも熊がくる場合は罠を設置する流れ

となっている。 

 

（農林課） 

 実働は４名。 

 

 

 

（事務局） 

・いつ、何を目撃したのか目撃情報を農林課

に報告していただきたい。これに基づいて現

地確認した農林課職員に詳細に情報を伝え

ていただきたい。 

 

（農林課） 

・わな設置して、ドラム缶に入ったのと、鹿

のわなに熊が捕獲された場合もあるので、わ

なの設置件数とイコールではない。 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・市民からスマホ等からの目撃通報も検討し

ましたが、いたずら等による誤った情報が報

告される可能性があったことから、現在の運

用としている。 

 

 

 

 

（農林課） 

・緩衝帯をつくる見晴らしをよくするという

ことは、熊を寄せ付けない一番良い事だと思

うが、現在は、被害防止対策や放任果樹伐採

の補助金、熊の関係ではこの２本の補助金と

なるが、遊休農地の草刈りは地域問題だと思

うので、今後の検討といたしたい。 
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（委員） 

・燃料費も高騰なので、その部分だけでも支

援していただきたい。 

 

（委員） 

・放任果樹伐採支援事業補助金は、必ず業者

でなければならないのか。 

 

 

（委員） 

・市で、ガバメントハンターを育成するのは

ないか。 

 

 

（委員） 

・何名くらいいるのか。 

 

（委員） 

 熊が増えている状態なので、もう少し増や

してもいいのではないか。 

 

 

 

 

 

（委員） 

 ２件３件と同じところで熊がでたら、職員

が現況確認に来た際に、その周辺の方から巡

回して意見を聞いてもらいたい。 

 

 

【協議(3)「各地区・団体からの課題につい

て」】 

 

（委員）※川井地域づくり委員会 

・少子高齢化で担い手不足 

・物価高で事業がなかなかできない。事業を

縮小せざるを得ない。 

・川井小中学校の音楽室にクーラーがない。

旧川井中学校のクーラーを設置できないか

検討していただきたい。音楽の授業を見学し

た際に、暑さで児童の集中力がないのが気に

なった。 

 

 

 

 

（事務局） 

・そのとおり。 

個人では伐採できない方に対しての補助

としている。 

 

（農林課） 

・現時点で、免許を取得している職員は数名

いる。これから新たに育成という具体な話は

ない。 

 

（農林課） 

・農林課で把握しているのは４名。 

 

（農林課） 

・宮古市内で１０２人の猟友会の方がいる。

鉄砲の免許を持っている方は６５名。高齢化

もあるが若い方もいる。市としては、ハンタ

ーを育成するための予算は計上していない

が、鳥獣被害防止対策協議会の補助金で免許

取得等に対する補助金等もある。 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・担当課を確認する。 
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（委員）※箱石地域づくり委員会 

・鈴久名バス停の下付近の電気牧柵が老朽化

しているので更新をしていただきたい。 

 

 

 

 

・市道鈴久名線の落石が多いので確認してい

ただきたい。 

・佐藤勝美宅前の市道にくぼみが出来てい

る。雨の日に牛舎の肥料に水が飛んで困って

いる。確認をお願いしたい。 

 

（委員） 

・ペリーラ工場の入り口の橋をどうにか出来

ないか。工場に紫蘇などを運ぶために大きな

トラックが入って行かなければならない。何

回も切替して落ちそうになるので、誘導をし

なければならない。 

 

（委員） 

・片巣橋を渡ってすぐ左に行く道路にガード

レールを設置してほしい。すぐ左側が川のた

め怖い。 

 

・川井小中学校の体育館で子供達に卓球を指

導している。夏は暑い、冬場は寒いので子供

達が可哀想。音楽室にクーラーを設置出来る

としたら、体育館にも設置できないか検討し

ていただきたい。 

 

（委員）※川内地域づくり委員会 

・人口減少、高齢化、若者の減少により、民

生委員、消防団員、伝統芸能、農業の担い手

がいなくなり、将来的に色々な活動が出来な

くなる。 

・道路の川側と山側から枝が伸びてドーム型

になっている。閉伊川に中洲が出来ていて、

大雨になった場合に危険。 

・旧川井西小学校の周辺の木を切ってほし

い。 

 

 

（事務局） 

・５年程前に国庫補助金で国の財源で実施し

た事業。耐用年数は８年となっている。耐用

年数を経過していないのでどの部分が悪く

なっているか農林課に相談していただきた

い。 

 

（事務局） 

・現場確認する。 

 

  

 

 

（事務局） 

・ガードレールが支障になっている事は産業

振興公社加工部長から情報をいただいてい

る。 

 担当課に報告している。 

 

 

（事務局） 

・個人（３人）の共有の道路で農道と思うが 

確認する。 

 

 

（事務局） 

 担当課に伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・旧川井西小学校周辺は、桜の木ではないか。

切っても良いのか。地域で意思統一していた

だきたい。 
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（委員）※門馬地域自治振興協議会 

・現在、道の駅区界高原のトイレを改修中で

令和８年９月２６日（土）に落成式予定。 

・黒沢にある大根団地に、岩手町の方が来て

キャベツを３０町歩栽培している。 

 

（委員）※江繋地域づくり委員会 

・高齢化で役員会しても、数名しか集まらな

い。 

・旧江繋小学校前に広場がある。草が生い茂

っているので刈払いしていただきたい。 

・江繋団地前に紫蘇看板がある。草が生い茂

っているので刈払いしていただきたい。 

・江繋地域振興センターの備蓄倉庫のレール

に水が溜まる。雨の日に中の物を取り出す際

に濡れて大変。確認をお願いしたい。 

・ホールにエアコンを設置してほしい。現在、

ホールに家庭用くらいのエアコンが設置し

ているが、空気を循環するために設置したも

の。冷やしたり温めたりするためのエアコン

ではないと聞いている。 

 

（委員）※川井小中学校ＰＴＡ 

・個人としては、子どもはとても恵まれてい

ると感じる。今日、小学校のプール当番だっ

たが、プールに屋根がついている。宮古の市

内は屋根がついていないと聞いている。 

・熊の関係で、家の前までスクールバスで送

迎していただいてありがたい。 

 

（委員）※社会福祉協議会川井センター 

・毎年、「むつわ祭り」を開催している。民

生委員や地域づくり委員会の代表の方に参

加していただいて、高齢者から子供達まで幅

広い交流の場として開催している。今年度は

生涯学習センターと合同開催をする。開催日

は、１０月３１日（土）。ぜひ、委員の皆さ

んも参加していただきたい。 

 

（委員）※宮古商工会議所川井支所 

・昨年から、新里支所が閉所となった。川井

の会員も１０件減った。商売する方が減って

きている。人口減少の影響を受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・現地を確認する。 
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その中でも若い方が珈琲店を始めるので期

待したい。川井（小国地区）にセブンイレブ

ンを建てたいという方がいる情報があるが

客層等でなかなか難しい。３分の１スケール

のコンビニを全国展開する企画が始まった。

候補があるか、雇用できる方がいるかとなる

と色々な問題があるので実現が出来ないご

時世がある。 

 

（委員） 

・可燃ごみの件で、昨年からお試し期間（７

月～８月）に週２回の回収をしているが、鳥

獣害もあるのでコンポストを使用できない。

９月まで延長してもらえないか。 

・旧川井中学校の校庭の刈払いは、教育委員

会で刈払いをしてくれる情報があったが何

もないので、どうなのか。 

 

（委員）※小国地域づくり委員会 

・小国地域振興センター軒天の換気口が破損

して、鳥が巣を作り、蛇が上がってきて中に

入り危険な状態。こんな状態の施設で職員が

勤務している。昨年から要求しているが予算

化されなかった。新年度予算に要求していた

だきたい。 

・「里の駅おぐに」の駐車場でない土の広場

の部分を最低限、地元の人も含め、通りかか

った人達が安全に走ったり休憩したりでき

る環境にしていただきたい。 

 

・最後に部長から一言いただきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・担当課を確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（事務局） 

・長時間にわたり、議論ご意見いただきあり

がたい。地域振興会議は、設置目的のとおり

地域の方々の声を聞く、そして市政に反映す

るというのが大原則。それが反映されなけれ

ばならないので、叶えられるように我々がし

っかりと進めて行きたい。人口減少は避けて

通れない、若い人が住まない。住んでもらう

ように地域も頑張って行きたい。今ある知恵

を出し合ってやっていきたい。さまざま課題

を抱えている。地域が疲弊することがないよ

う、要望については財政状況をみながら検討

していきたい。今後ともご協力をお願いした
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４ その他 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（委員） 

・その前に、保育所の問題をしっかりとやっ

て行かないと、現在の川井地域の子どもが新

里保育所に行ってそのまま新里小学校に入

学している子もいる。これだけ少ないのにそ

ういう状況環境を作っていると思う。今の川

井地域の保育所の在り方、川井の中心部に新

たな保育所の設置を新規でなくても、今ある

公共施設をリノベーションして使用する方

法もある。川井で生まれた子供は川井の保育

所に入って川井小学校に入る環境に取り組

まないと結果を追い回してもしょうがない。

それでも少ないのであればやむを得ない。そ

こを総合事務所でも認識して動いていただ

きたい。川井地域の大きな課題だと思う。 

い。 

 

（事務局） 

・先日、川井小中学校区の協議会に出席した。

児童生徒数が激減する、現在小中学校あわせ

て３８名。９年度３４名、１０年度２６名、

１１年度２２名と児童生徒の数が激減する

ということ。運動会等の行事が学校単体では

難しくなってきている話を校長先生から伺

った。会議に出席した川井地域振興会議委員

からも、前にやっていた川井地域大運動会の

形もどうかというご意見をいただいたので

情報提供する。 

 

（事務局） 

・この関係については、今年の３月以降、内

部で副市長も含め協議をしている。前向きな

方向で担当課がしっかりと検討している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


